
（別記様式第１２号）（第３の８関係）

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業 総括書

事業名 アグリフィットネスパーク事業

事業主体
（連絡先）

中山東花園から農村を元気にするプロジェクト
（〒390-0823 松本市中山6528 ℡090-8326-2595）

事業区分
（６）ア 農業の振興と農山村づくり
（８）その他地域の元気を生み出す地域づくりの資する事業

事業タイプ ソフト・ハード

総事業費 1,000,557円（うち支援金： 613,000円）

事業内容

1. 園内施設を活用した農業関連イベントの開催
6月20日：パン焼き体験（12名）
7月2日：ピザ焼き体験（18名）
7月15日：BBQキャンプ（22名）
8月6日：トマトソースづくり（8名）
8月20日：夏祭り（120名）
8月27日：ケチャップづくり体験（6名）
9月26日：ピザ焼き体験（27名）
10月1日：稲刈り体験（31名）
10月9日：キノコ狩り（8名）
11月26日：コマ打ち体験（6名）
12月9日：そば打ち体験（35名）

2. 貸農園
園内の農地を個人貸し出し用区画として整備し、必要

な機械・農機具等の現地レンタルおこなうことで、「手
ぶらで農業」をテーマとした一般向け貸農園事業の実施。
1区画30㎡ 1000円／月

事業効果

①高齢農業者の農業技術の継承と社会参加
農業関連イベントを開催することで、地域内での協力者

（高齢農業者）が増加した。
また、高齢農業者の農業指導を行うことで、知見の継承
と社会参加が進められた。

②農作業と食を通じた健康づくり
自ら収穫した野菜を使用した各種体験イベントを開催

することで地産地消への理解が深まった。
また自ら汗をかくことで健康づくりの一環としての理

解が深まった。
③地域内外、世代を超えたコミュニティづくり
イベント参加者の多くが地域外からであり、その参加者の

多くが子育て世代であることから、農業を通じた新たなコ
ミュニティが形成された。
④農業を通じた新たな収益化
農地及び農産物を活用した有料イベントの開催は、地域内

における新たな農業の収益化の可能性が広がった。また、農
機具等の貸出及び農作業の指導を行うことで、農業に親しむ
機会を求めている子育て世代が少なからず存在することから
民間レベルでの市民農園の

【夏祭り】

【機械・農具の貸出】

【目標・ねらい】

① 高齢農業者の農業技術の継承と社会
参加

② 農作業と食を通じた健康づくり
③ 地域内外、世代を超えた

コミュニティづくり
④ 農業を通じた新たな収益化

自己評価【B】

【理由】
農業イベント及び貸農園とも、

当初計画通りの参加人数を達成で
きた。

（松本地域）

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。



今後の取り組み

（別記様式第１２号）（第３の８関係）

29年度の活動が、有給農地・地域人材を活用した農業の振興と農山村づくりのキッカケと成りえたことから
引き続き本事業を継続して行うことを計画している。

しかしながら、その活動の中で解決すべき新たな課題も見受けられることから、平成３０年度においては
下記取り組みも併せて実施することを計画中である。

1.遊休農地利用等における法的理解とその対策
1.更なる参加者増を図るためのPR活動
1.自主財源で運営できるビジネスモデルの検討（新たな収益事業の検討）

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。


